
令和７年度  若栗小学校アクションプラン －３－ 

重点項目   豊かな心の育成（徳） 

重点課題 あいさつなどの「ぽかぽか言葉」を重点とした「４Ａ運動」の推進 

現  状 

・昨年度は、児童玄関前での「あいさつリレー」に加え、校内の様々な場所であいさつをす

ることを目指し、校内でのあいさつのポイント（場所や時間）を具体的に示し、元気よく、

気持ちのよいあいさつを校内に響かせることができた。また、相手を温かい気持ちにする

「ぽかぽか言葉」の取組（全校や学級のレクリエーション）では、あいさつや相手を思い

やる言葉、励ます言葉を交わし合い、児童の笑顔をたくさん見ることができた。そこで、

今年度は、普段の生活でも「ぽかぽか言葉」を進んで使い、温かい人間関係を築いていく

取組を考え、実施していきたい。 

達成目標 
「４Ａ運動」の「あいさつなどのぽかぽか言葉を進んで使う」について自己評価し、「できた」

と評価した児童が 80％以上になることを目指す。 

方  策 

・年度初めに、「ぽかぽか言葉とはどんな言葉か」について学級で話し合った後、代表委員会

で内容をまとめ、「ぽかぽか言葉」を進んで使って、温かい気持ちを広げていこうとする意

識をもたせるようにする。 

・「４Ａ運動」強調週間には「あいさつなどのぽかぽか言葉を進んで使う」について、自分の

目標を設定することで意欲的に取り組めるよう支援する。 

・計画委員会が中心となり、「ぽかぽか言葉」の取組（全校や学級のレクリエーション） 

を継続し、楽しみながらぽかぽか言葉を使うよさを味わえるようにする。 

達 成 度 
・「４Ａ運動」の「あいさつなどのぽかぽか言葉を進んで使う」８割以上達成者の割合 

 １学期 85.4%   ２学期 88.4%  ３学期 93.5%  年間 89.1%  

具体的な 

取組状況 

・１学期に「若栗小学校を『ぽかぽか言葉』いっぱいにするにはどうしたらよいか」につい 

て学級で話し合った。その後、代表委員会を開き、具体的な言葉や「ぽかぽか言葉」を増 

やすアイディアなどを話し合い、全校に周知した。 

・計画委員会の活動で、「ぽかぽか言葉」を使うことを呼びかける歌作り、バトン代わりに「ぽ 

かぽか言葉」をつなぐぽかぽかリレーなどのレクリエーションを行い、楽しみながら「ぽ 

かぽか言葉」を使うことができた。また、感謝の気持ちを伝える手紙を配達する「あった 

か郵便局」という取組では、学級だけでなく他学年へもあたたかな言葉や気持ちを伝 

えることができた。 

・「４Ａ運動」の強調週間には、「あいさつなどのぽかぽか言葉を進んで使う」について自己 

評価した。学級や全校で話し合った「ぽかぽか言葉」の掲示を利用しながら自分の様子を 

振り返ることができた。 

評    価 Ａ 

・年間で８０％以上を達成した。 

・年度初めに、「ぽかぽか言葉とはどんな言葉か」について話し合ったり、ぽ

かぽか言葉を使うよさを味わえる取り組みをしたことで、進んで使おうと

する様子が見られた。 

次年度へ向 

けての課題 

・年度初めに「ぽかぽか言葉」について話し合い、意識して過ごしたことが、進んで使う態

度に結びついたと考えられる。来年度も、これを継続し、学年に応じたあたたかい言葉を

児童自身が考え、進んで使うことができるようにしたい。また、計画委員会が中心となり、

「ぽかぽか言葉」を広める楽しい取組を工夫していく。 

（評価基準 Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：現状維持 Ｄ：現状より悪化） 


